




















 SDGs 目標の 2030 年に向けた達成のための日本における貢献の可能性を検討する。現在急速に広がり
を見せている ESG 投資に着目し、その中のグリーンボンドにおいて今後の拡大のための政策オプション












 本論文の目的は、国際連合が 2015 年に採択した「Transforming our world: the 2030 
Agenda for Sustainable Development[1]（我々の世界を確変する：持続可能な開発のための
アジェンダ）」の SDGs17 目標の 2030 年に向けた達成のため、SDGs の中でもっとも喫緊
の課題であると考えられる「気候変動対策」に着目し現在の日本の現状の分析と政策の検






わずか 1.3 パーセント[2]である。一方でグリーンボンドがもたらす SDGs への影響は非常
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2. SDGs の進捗状況と課題 
 





















3. ESG 投資と日本の投資状況 
 
ここでは ESG 投資に焦点を当て、ESG 投資の拡大の現状と世界の潮流について論じる。
また日本政府の取り組みである ESG ファイナンス・アワードを取り上げることで、日本
企業の現在の ESG投資の取組みの状況を確認し、それが SDGsの目標にどのような貢献を
果たすかを分析することで ESG と SDGs の関連を明らかにする。投資家は ESG 投資を行
うことで、株式投資や債券投資等様々な方法で長期的なリターンを目指し、投資家の投資
スタイルに合わせた投資を行うことができる。加えて企業は ESG に取り組むことでより
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